
関の歴史を物語る”遺跡”を、職員の案内を聴きながら巡るウォーキングツアー。
この冬は、２月に「関の古墳ウォーク」で特徴的な古墳が点在する小瀬・池尻エリアを、
３月の「武儀の山城・大洞城」では、石垣が残る中世の山城を歩きます。

関市内に約300基残る古墳のうち、
唯一の前方後円墳である「片山西塚古墳」と
市内最大級の方墳「池尻大塚古墳」を見学したあと、
古墳時代ののちに古代の役所が築かれた
「弥勒寺官衙遺跡群」までを巡るツアーです。
（全行程約7km）

日時 2月18日（日）午前9時～正午
集合場所 弥勒寺前駐車場／弥勒寺史跡公園

（関市池尻）
参加費 無料
参加方法 当日午前8時50分から集合場所で受付

市内で石垣がもっともよく残る
中世の山城「大洞城」を見学します。

日時 3月2日（土）午前9時～11時30分
集合場所 武儀生涯学習センター

（関市富之保）
参加費 無料
定員 15人（小学生以上）
参加方法 2月5日(月)から電話申込み

☎0575-45-0500
※未整備の山道含む4km以上歩行

関市協働推進部文化課 文化財保護センター 担当：森島
関市武芸川町八幡1446-1（武芸川事務所2階） ☎0575-45-0500＜月～金(休日除く) 8:30～17:15＞
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	スライド番号 1

